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 設定項目一覧・設定ﾁｪｯｸｼｰﾄ[UNC-RP05(A)] 
 
れんら君はﾈｯﾄﾜｰｸ設定、入出力設定を行って初めて正常にご使用することができます｡ 
ﾈｯﾄﾜｰｸ設定は、必ず設定する必要がある項目やれんら君をご使用になられる接続環境や用途 
により、設定を変更する必要がある項目があります｡ 
 
設定項目一覧より必要な項目を確認し、設定ﾁｪｯｸｼｰﾄに書き込むと便利です｡ 
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1 UNC-RP05 設定項目一覧 
 
設定項目一覧です。必要な項目を確認の上、ﾁｪｯｸｼｰﾄに設定を書き込んでお手元に保存してく
ださい｡ 
 

れんら君設定項目一覧
ａ     通常のﾒｰﾙ発信を行う場合   
 ｂ    SMTPｻｰﾊﾞ認証ﾀｲﾌﾟがPOP-before-SMTPの場合 
  ｃ   SMTPｻｰﾊﾞ認証ﾀｲﾌﾟがSMTP-AUTHおよび受信ﾒｰﾙと同じ設定を使用するに☑がある場合 
   d  SMTPｻｰﾊﾞ認証ﾀｲﾌﾟがSMTP-AUTHの場合 
    e ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙによりれんら君のｺﾝﾄﾛｰﾙを行う場合  

     項目名 出荷時設定値 項目説明 

● ● ● ● ● IPｱﾄﾞﾚｽ 192.168.  0.251  2-1 
○ ○ ○ ○ ○ ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 255.255.255.  0   
● ● ● ● ● ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ   0.  0.  0.  0  
○ ○ ○ ○ ○ ﾌﾟﾗｲﾏﾘDNSｻｰﾊﾞIP   0.  0.  0.  0   
     ｾｶﾝﾀﾞﾘDNSｻｰﾊﾞIP   0.  0.  0.  0   
○ ○ ○ ○ ● ﾕﾆｯﾄ名  2-2 
    ● ﾕｰｻﾞｰ名   
    ● ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ   
● ● ● ● ● rootﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ root  
● ● ● ● ● SMTPｻｰﾊﾞ  2-3 
○ ○ ○ ○ ○ SMTPﾎﾟｰﾄ 25  
○ ○ ○ ○ ○ SMTP認証ﾀｲﾌﾟ Normal SMTP  
   ●  SMTPｱｶｳﾝﾄ名   
   ●  SMTPﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ   
○ ○ ○ ○ ○ 送信ﾘﾄﾗｲ間隔 30(秒)  
○ ○ ○ ○ ○ 送信ﾘﾄﾗｲ回数 0(無限回)  
 ● ●  ● POP3ｻｰﾊﾞ  2-4 
 ○ ○  ○ POP3ﾎﾟｰﾄ 110  
○ ○ ○ ○ ○ POP3認証ﾀｲﾌﾟ POP3  
 ● ●  ● POP3ｱｶｳﾝﾄ名   
 ● ●  ● POP3ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ   
    ● POP3問合せ間隔 0(問合せしない) 2-5 
    ● 返信用Fromｱﾄﾞﾚｽ   
○ ○ ○ ○ ○ ｼｽﾃﾑ制御  2-6 
○ ○ ○ ○ ○ 異常復旧待機間隔 5(分)  
○ ○ ○ ○ ○ 入力0注意判定時間 待ち時間なし 2-7(a) 
○ ○ ○ ○ ○ 入力0警報1判定時間 設定しない  
○ ○ ○ ○ ○ 入力0警報2判定時間 設定しない  
○ ○ ○ ○ ○ 入力0復帰判定時間 待ち時間なし  
○ ○ ○ ○ ○ 入力0極性 Low  
○ ○ ○ ○ ○ 入力0出力ﾊﾟﾀｰﾝ 出力しない  
○ ○ ○ ○ ○ 入力1注意判定時間 待ち時間なし 2-7(b) 
○ ○ ○ ○ ○ 入力1警報1判定時間 設定しない  
○ ○ ○ ○ ○ 入力1警報2判定時間 設定しない  
○ ○ ○ ○ ○ 入力1復帰判定時間 待ち時間なし  
○ ○ ○ ○ ○ 入力1極性 Low  
○ ○ ○ ○ ○ 入力1出力ﾊﾟﾀｰﾝ 出力しない  

● ：必ず設定する必要がある項目です。 
○ ：接続環境や用途により、設定を変更する必要があります。 
空欄：ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値のまま､設定する必要はありません｡

2／16 



EUNCRP05-810A 

2 設定ﾁｪｯｸｼｰﾄ 
 

2-1 れんら君ﾈｯﾄﾜｰｸ設定 
 

(1) IP ｱﾄﾞﾚｽ 
れんら君に割当てる IP ｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 

 
   ．  ．  ． 

 
（例）192.168.0.251 

 
(2) ﾈｯﾄﾏｽｸ 

れんら君を接続するﾈｯﾄﾜｰｸのｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸを入力します。 
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸの設定範囲は 

224.0.0.0～255.255.255.252（3 ﾋﾞｯﾄ～30 ﾋﾞｯﾄ）

までです。 

0.0.0.0 を入力しますと自動的に 

224.0.0.0 に変換されます。 

 
 

 
   ．  ．  ． 

（例）255.255.255.0 
 

(3) ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 
外部のﾈｯﾄﾜｰｸに接続する場合にﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ IP ｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 
ﾙｰﾀｰ等により､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続している場合に必要になります｡ 
外部のﾈｯﾄﾜｰｸと接続しない場合は､0.0.0.0 を設定します｡または空白にします。 

 
□外部ﾈｯﾄﾜｰｸに接続する 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ IP ｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 
 

 
   ．  ．  ． 

（例）192.168.0.251 
 

□しない 
0.0.0.0 入力します。または空白にします。 

 
  0． 0． 0． 0 
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(4) ﾌﾟﾗｲﾏﾘ DNS ｻｰﾊﾞ IP 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘ DNS ｻｰﾊﾞの IP ｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 
ﾌﾟﾗｲﾏﾘ DNS ｻｰﾊﾞを使用しない場合は､0.0.0.0 を入力します｡または空白にします。 
SMTP ｻｰﾊﾞ名または､POP3 ｻｰﾊﾞ名をﾄﾞﾒｲﾝ名で指定する場合は､｢ﾌﾟﾗｲﾏﾘ DNS ｻｰﾊﾞを使
用する｣を選択してください。 
 
□ﾌﾟﾗｲﾏﾘ DNS ｻｰﾊﾞを使用する 
ﾌﾟﾗｲﾏﾘ DNS ｻｰﾊﾞの IP ｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 

 
   ．  ．  ．  
（例）192.168.0.251 

 
□しない 
0.0.0.0 を入力します。または空白にします。 

 
  0． 0． 0． 0 

 
 

(5) ｾｶﾝﾀﾞﾘ DNS ｻｰﾊﾞ IP 
ｾｶﾝﾀﾞﾘ DNS ｻｰﾊﾞの IP ｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 
ｾｶﾝﾀﾞﾘ DNS ｻｰﾊﾞを使用しない場合は､0.0.0.0 を入力します｡または空白にします。 
SMTP ｻｰﾊﾞ名または､POP3 ｻｰﾊﾞ名をﾄﾞﾒｲﾝ名で指定する場合は､｢ｾｶﾝﾀﾞﾘ DNS ｻｰﾊﾞを使
用する｣を選択してください。 

 
□ｾｶﾝﾀﾞﾘ DNS ｻｰﾊﾞを使用する 
ｾｶﾝﾀﾞﾘ DNS ｻｰﾊﾞの IP ｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 

 
   ．  ．  ．  
（例）192.168.0.251 

 
□しない 
0.0.0.0 を入力します。または空白にします。 

 
  0． 0． 0． 0 
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2-2 れんら君 ID設定 

 
(1) ﾕﾆｯﾄ名 

れんら君識別用の名称を入力します｡ 
半角英数文字で最大 16 文字まで入力できます｡ 
ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字･小文字を区別します｡ 
#は使用できません｡ 
複数台のれんら君を使用する場合は､個別の名称を設定するようにしてください｡ 

 
 

    
 

(例)Renrakun 
 

(2) ﾕｰｻﾞｰ名 
れんら君ﾕｰｻﾞ認証用のﾕｰｻﾞｰ名を入力します｡ 
半角英数文字で最大 15 文字まで入力できます。 
ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字･小文字を区別します｡ 
 

     
 

(例)RenrakunTEST01 
 

(3) ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 
れんら君ﾕｰｻﾞ認証用のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ名を入力します｡ 
半角英数文字で最大 15 文字まで入力できます。 
ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字･小文字を区別します｡ 

 
 

    
 

(例)RenrakunTEST01 
 

(4) root ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 
れんら君設定用のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します｡ 
半角英数文字で最大 15 文字まで入力できます。 
ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字･小文字を区別します｡ 
 

     
 

(例)root 
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2-3 Mail送信設定 
 

(1) SMTP ｻｰﾊﾞ 
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから取得した SMTP ｻｰﾊﾞ(ﾒｰﾙ送信用ｻｰﾊﾞ)の名称､または､IP ｱﾄﾞﾚｽを入力し
ます｡ 
SMTP ｻｰﾊﾞの名称が､ﾄﾞﾒｲﾝ名により指定される場合は､11-2-１(4),(5)にて DNS ｻｰﾊﾞ
の設定が必要になります｡ 
半角文字で最大 40 文字まで入力できます｡ 

 
 □ﾄﾞﾒｲﾝ名指定 

 
（例）smtp.example.com 

 
11-2-1 (4),(5)DNS 設定を行ってください。 

 
□IP ｱﾄﾞﾚｽ指定 

 

   ．  ．  ． 

（例）192.168.0.251 
 

(2) SMTP ﾎﾟｰﾄ 
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから取得した､SMTP ｻｰﾊﾞのﾎﾟｰﾄ番号を入力します｡ 
通常は､25(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値)です。 

 
  
（例）25 

 
(3) SMTP 認証ﾀｲﾌﾟ 

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから取得した､SMTP ｻｰﾊﾞへの認証方法を入力します｡ 
通常は､Normal SMTP(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値)です｡ 
SMTP ｻｰﾊﾞの認証方法が､POP before SMTP に設定されている場合は､11-2-4 Mail 受
信設定を行ってください｡ 
SMTP AUTH 以外に設定されている場合は、(4),(5)の設定が不要です。 
SMTP AUTH に設定されている場合は、(4),(5)の設定を行ってください。 
ただし、SMTP ｱｶｳﾝﾄ名および SMTP ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが受信ﾒｰﾙと同じ設定で使用する場合は、
「受信ﾒｰﾙと同じ設定を使用する」に☑を入れてください。その場合は、(4),(5)の
設定が不要ですが、11-2-4 Mail 受信設定を行ってください｡ 

 
□ Normal SMTP 
□ POP before SMTP 

 
11-2-4  Mail 受信設定を行ってください。 

□ SMTP AUTH 
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(4) SMTP ｱｶｳﾝﾄ名 
(3)で SMTP AUTH に設定されており、「受信ﾒｰﾙと同じ設定を使用する」にﾁｪｯｸが入
っていない場合のみ設定します。 
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから取得した､ﾒｰﾙ送信用ｱｶｳﾝﾄを入力します｡ 
半角文字で最大 39 文字まで入力できます。 

 
 

 
(例)SMTPusername 

 
(5) SMTP ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

(3)で SMTP AUTH に設定されており、「受信ﾒｰﾙと同じ設定を使用する」にﾁｪｯｸが入
っていない場合のみ設定します。 
ﾒｰﾙ送信用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します｡ 
半角文字で最大 19 文字まで入力できます｡ 

 
  
(例)SMTPuserpassword 

 
(6) 送信ﾘﾄﾗｲ間隔 

ﾒｰﾙ送信に失敗した場合の､送信ﾘﾄﾗｲするまでの待機時間を秒単位で入力します｡ 
0 に設定すると､ﾒｰﾙの送信ﾘﾄﾗｲを行いません。 

 
  
（例）30(秒) 

 
 
(7) 送信ﾘﾄﾗｲ回数 

ﾒｰﾙ送信に失敗した場合に送信ﾘﾄﾗｲする回数の上限を入力します｡ 
ﾘﾄﾗｲ回数が上限を超えれば、一定時間待機後にﾒｰﾙの再送信を行います。 

  1 以上が設定されている場合は、11-2-6 (1)の設定を行ってください。 
0 に設定すると､無限にﾘﾄﾗｲを行います。 

 
 

（例）10(回) 
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2-4 Mail受信設定 
 

(1) POP3 ｻｰﾊﾞ 
ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから取得した､POP3 ｻｰﾊﾞ(ﾒｰﾙ受信用ｻｰﾊﾞ)の名称､または､IP ｱﾄﾞﾚｽのどちら
かを入力します｡ 
POP3 ｻｰﾊﾞの名称が､ﾄﾞﾒｲﾝ名により指定される場合は､DNS ｻｰﾊﾞの設定が必要になり
ます｡ 
半角文字で最大 40 文字まで入力できます。 

 
 □ﾄﾞﾒｲﾝ名指定 

 
（例）pop.example.com 

 
11-2-1 (4),(5)DNS 設定を行ってください。 

 
   ．  ．  ． □IP ｱﾄﾞﾚｽ指定 

 
（例）192.168.0.251 

 
(2) POP3 ﾎﾟｰﾄ 

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから取得した､POP3 ｻｰﾊﾞのﾎﾟｰﾄ番号を入力します｡ 
通常は､110(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値)です。 

 
     
(例)110 

 
(3) POP3 認証ﾀｲﾌﾟ 

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから取得した､POP3 ｻｰﾊﾞへの認証方法を入力します｡ 
通常は､POP3(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値)です｡ 

 
□ POP3 
□ APOP 

 
(4) POP3 ｱｶｳﾝﾄ名 

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞから取得した､ﾒｰﾙ受信用ｱｶｳﾝﾄを入力します｡ 
半角文字で最大 39 文字まで入力できます。 

 
 

 
(例)MAILusername 

 
(5) POP3 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

ﾒｰﾙ受信用ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します｡ 
半角文字で最大 19 文字まで入力できます｡ 

 
  
(例)MAILuserpassword 
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2-5 ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ設定 
 

(1) POP3 問合せ間隔 
れんら君がｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙの受信を行う間隔を分単位で設定します｡ 
設定範囲は､0～65500(分)です｡ 
0 に設定するとﾒｰﾙｺﾏﾝﾄﾞ受信を行いません。 
 
□ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ機能を使用する 

ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙ受信問合せ間隔を分単位で設定します。 
 
    

 
(例)30(分) 

 
□使用しない 
0 に設定してください。 
 
  0 

 
 

(2) 返信用 From ｱﾄﾞﾚｽ 
ｺﾏﾝﾄﾞﾒｰﾙの実行結果を知らせる応答ﾒｰﾙに入力する From ｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 
通常は､受信に使用したﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを入力します｡ 
半角文字で最大 39 文字まで入力できます｡ 

     
 

（例）username@example.com
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2-6 ｼｽﾃﾑ設定 
 

(1) 異常復旧待機間隔 
   ﾒｰﾙ送信異常が発生したときに再送信する為に待機時間を分単位で入力します。 
   設定範囲は、0～60(分)です。 

0に設定すると待機後にﾒｰﾙを再送信しません。 
 

    
 

  （例）5(分) 
 
 (2) ｼｽﾃﾑ制御 
   れんら君の通信に関する設定を行います。 
 

□れんら君ﾏｯﾌﾟ応答禁止 
  れんら君ﾏｯﾌﾟの応答を禁止します。 
 

□自動設定ﾓｰﾄﾞ禁止 
  れんら君の設定内容を書き込む前に遠隔操作で再起動をする機能を禁止します。 
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2-7 入力要因設定 
 

 (a)入力 0要因設定 
 
入力 0 の判定時間，経過時間の設定を行います。 
判定時間，経過時間ともに、設定範囲は 0.0 秒～59.9 秒(ﾐﾘ秒単位)、1 分 00 秒～
59 分 59 秒(秒単位)、1 時間 00 分～23 時間 59 分(分単位)、1 日 00 時間～45 日 12
時間(時間単位)のいずれかを選択します。 
判定時間を 0.0 秒に設定すると、入力検出後、直ちにﾒｰﾙを送信します。 
経過時間を 0.0 秒に設定し通報用のﾒｰﾙが登録されている場合は､入力検出後、直ち
に登録されているﾒｰﾙを送信します｡ 
復帰判定時間経過後の入力の検出禁止時間を設定します。 
 

T1

入力0

T0：検出禁止時間

ON OFF

T7

T2 T4

T0T3 T5

T6

T8

入力不感帯

T1：注意判定時間

T2：注意出力時間

T3：警報1判定時間

T4：警報1出力時間

T5：警報2判定時間

T6：警報2出力時間

T7：復帰判定時間

T8：復帰出力時間

注意ﾒｰﾙ 警報1ﾒｰﾙ 警報2ﾒｰﾙ 復帰ﾒｰﾙ

出力

 
 
 

（１） 入力０極性設定 
入力０の検出極性を設定します。 
 
□ Ｌｏｗ(立下り検出,ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ接続) 
□ Ｈｉｇｈ(立ち上がり検出,ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ接続) 

 
（２） 入力０検出禁止時間設定 

入力０の検出禁止時間（Ｔ０）を設定します。 
 

□ 設定しない 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 
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（３）入力０注意判定時間設定 
入力０の注意判定時間（Ｔ１）を設定します。 

 
□ 設定しない 
□ 待ち時間なし 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 

 
（４） 入力０注意出力設定 

入力０の注意出力を設定します。 
 

□ 出力なし 
□ 出力 

 
（５） 入力０注意出力時間設定 

入力０の注意出力時間（Ｔ２）を設定します。 
 

□ 警報解除まで 
□ 0.1 秒～59.9 秒    . 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒    分  秒 
□ 1 時間 00 分～1時間 08 分  時間  分 

 
（６） 入力０警報 1判定時間設定 

入力０の警報 1判定時間（Ｔ３）を設定します。 
 

□ 設定しない 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 

 
（７） 入力０警報 1出力設定 

入力０の警報 1出力を設定します。 
 

□ 出力なし 
□ 出力 

 
（８） 入力０警報 1出力時間設定 

入力０の警報 1出力時間（Ｔ４）を設定します。 
 

□ 警報解除まで 
□ 0.1 秒～59.9 秒    . 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒    分  秒 
□ 1 時間 00 分～1時間 08 分  時間  分 
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（９） 入力０警報 2判定時間設定 
入力０の警報 2判定時間（Ｔ５）を設定します。 

 
□ 設定しない 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 

 
（１０） 入力０警報 2出力設定 

入力０の警報 2出力を設定します。 
 

□ 出力なし 
□ 出力 

 
（１１） 入力０警報 2出力時間設定 

入力０の警報 2出力時間（Ｔ６）を設定します。 
 

□ 警報解除まで 
□ 0.1 秒～59.9 秒    . 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒    分  秒 
□ 1 時間 00 分～1時間 08 分  時間  分 

 
（１２） 入力０復帰定時間設定 

入力０の復帰判定時間（Ｔ７）を設定します。 
 

□ 待ち時間なし 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 

 
（１３） 入力０復帰出力設定 

入力０の復帰出力を設定します。 
 

□ 出力なし 
□ 出力 

 
（１４） 入力０復帰出力時間設定 

入力０の復帰出力時間（Ｔ８）を設定します。 
 

□ 0.1 秒～59.9 秒    . 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒    分  秒 
□ 1 時間 00 分～1時間 08 分  時間  分 
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 (b)入力 1通報時間設定 
 

入力 1 の判定時間，経過時間の設定を行います。 
判定時間，経過時間ともに、設定範囲は 0.0 秒～59.9 秒(ﾐﾘ秒単位)、1 分 00 秒～
59 分 59 秒(秒単位)、1 時間 00 分～23 時間 59 分(分単位)、1 日 00 時間～45 日 12
時間(時間単位)のいずれかを選択します。 
判定時間を 0.0 秒に設定すると、入力検出後、直ちにﾒｰﾙを送信します。 
経過時間を 0.0 秒に設定し通報用のﾒｰﾙが登録されている場合は､入力検出後、直ち
に登録されているﾒｰﾙを送信します｡ 
復帰判定時間経過後の入力の検出禁止時間を設定します。 
 

T1

入力1

T0：検出禁止時間

ON OFF

T7

T2 T4

T0T3 T5

T6

T8

入力不感帯

T1：注意判定時間

T2：注意出力時間

T3：警報1判定時間

T4：警報1出力時間

T5：警報2判定時間

T6：警報2出力時間

T7：復帰判定時間

T8：復帰出力時間

注意ﾒｰﾙ 警報1ﾒｰﾙ 警報2ﾒｰﾙ 復帰ﾒｰﾙ

出力

 
 

 
（１） 入力 1極性設定 

入力 1の検出極性を設定します。 
 
□ Ｌｏｗ(立下り検出,ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ接続) 
□ Ｈｉｇｈ(立ち上がり検出,ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ接続) 

 
（２） 入力 1検出禁止時間設定 

入力 1の検出禁止時間（Ｔ０）を設定します。 
 

□ 設定しない 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 
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（３）入力 1注意判定時間設定 
入力 1の注意判定時間（Ｔ１）を設定します。 

 
□ 設定しない 
□ 待ち時間なし 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 

 
（３） 入力 1注意出力設定 

入力 1の注意出力を設定します。 
 

□ 出力なし 
□ 出力 

 
（４） 入力 1注意出力時間設定 

入力 1の注意出力時間（Ｔ２）を設定します。 
 

□ 警報解除まで 
□ 0.1 秒～59.9 秒    . 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒    分  秒 
□ 1 時間 00 分～1時間 08 分  時間  分 

 
（５） 入力 1警報 1判定時間設定 

入力 1の警報 1判定時間（Ｔ３）を設定します。 
 

□ 設定しない 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 

 
（６） 入力 1警報 1出力設定 

入力 1の警報 1出力を設定します。 
 

□ 出力なし 
□ 出力 

 
（７） 入力 1警報 1出力時間設定 

入力 1の警報 1出力時間（Ｔ４）を設定します。 
 

□ 警報解除まで 
□ 0.1 秒～59.9 秒    . 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒    分  秒 
□ 1 時間 00 分～1時間 08 分  時間  分 
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（８） 入力 1警報 2判定時間設定 
入力 1の警報 2判定時間（Ｔ５）を設定します。 

 
□ 設定しない 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 

 
（９） 入力 1警報 2出力設定 

入力 1の警報 2出力を設定します。 
 

□ 出力なし 
□ 出力 

 
（１０） 入力 1警報 2出力時間設定 

入力 1の警報 2出力時間（Ｔ６）を設定します。 
 

□ 警報解除まで 
□ 0.1 秒～59.9 秒    . 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒    分  秒 
□ 1 時間 00 分～1時間 08 分  時間  分 

 
（１１） 入力 1復帰定時間設定 

入力 1の復帰判定時間（Ｔ７）を設定します。 
 

□ 待ち時間なし 
□ 0.1 秒～59.9 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒 
□ 1 時間 00 分～23 時間 59 分 
□ 1 日 00 時間～45 日 12 時間 

 
（１２） 入力 1復帰出力設定 

入力 1の復帰出力を設定します。 
 

□ 出力なし 
□ 出力 

 
（１３） 入力 1復帰出力時間設定 

入力 1の復帰出力時間（Ｔ８）を設定します。 
 

□ 0.1 秒～59.9 秒    . 秒 
□ 1 分 00 秒～59 分 59 秒    分  秒 
□ 1 時間 00 分～1時間 08 分  時間  分 
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